
資料４－１ 

平成30年度フォローアップ結果への対応状況と今後の事業展開について 

 

※本報告書の記載内容は、必要に応じて研究大学強化促進事業推進委員会からのコメントを付し、文部科学省
ホームページにおいて原文のまま公開する。 

 

 
 

ロジックツリー・ロードマップに対するコメント ※非公開 

【全機関共通】 
 ロジックツリー・ロードマップは、あくまでも各機関における「将来構想」実現に至るまでの道筋の見え
る化を図り、その検証や改善に役立てるためのツールである。 
 各機関においては、各取組やIR の進展に伴い、弱めて良い取組と増強すべき取組、あるいは世界トップ
レベルを目指した新たな課題がクローズアップしてきた際には、その都度見直すことができる柔軟性が求め
られ、当初のものに縛られ硬直化することのないよう注意が必要である。 
 また、このようなPDCA サイクルを回す活動が、各機関で長のリーダーシップの下、活発かつ継続的に行
われることが肝要である。 
 各機関においては、ロジックツリー・ロードマップを活用したFD 活動等を行うなど、教職員の認識の共
有を高めるとともに、機関の長は各部局と協働のもとでボトムアップとトップダウンの双方向の活発な議論
により、EBPM に係る組織文化を絶えず高揚させることに留意することが望まれる。 

【機関別】 
 

 
 

将来構想の達成に向けた現状分析 

将来構想１【        】 

① 平成30年度フォローアップ結果等コメントへの対応状況 

 

② 現状の分析と取組への反映状況 
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統括責任者 
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氏名  氏名  

平成30年度フォローアップ結果 

 

平成30年度フォローアップ結果 平成30年度フォローアップ結果 

公表 
※一部非公開 



 

将来構想２【        】 

① 平成30年度フォローアップ結果等コメントへの対応状況 

 

② 現状の分析と取組への反映状況 

 

将来構想３【        】 

① 平成30年度フォローアップ結果等コメントへの対応状況 

 

② 現状の分析と取組への反映状況 

 

 

ロジックツリー・ロードマップの利活用・横展開状況 

 

 

【参考】論文の質に係る指標について 

 

 
Scopus WoS 

2013-2017平均 2014-2018平均 2013-2017平均 2014-2018平均 

国際共著論文率    ％    ％    ％    ％ 

産学共著論文率    ％    ％    ％    ％ 

Top10％論文率    ％    ％    ％    ％ 
 

 

研究大学強化促進事業推進委員会コメント 

 



 

 



 

平成 30 年度フォローアップ結果への対応状況と今後の事業展開について〔記入要領〕 

 

 

１. 「平成 30 年度中フォローアップ結果」、「ロジックツリー・ロードマップに対するコメント」欄には、それ

ぞれのコメント内容を転記すること。 

２. 「将来構想の達成に向けた現状分析」欄には、機関としてのビジョン実現に向けた、本事業における

今後 4 年間の構想（研究力強化・戦略など）について、構想(ロジックツリー上の「将来構想」)ごとに

下記の内容を踏まえて、適宜データや定性的な情報のエビデンスを用いて簡潔に記載すること。必

要に応じ欄を追加・削除すること。 

① 平成 30 年度フォローアップ結果等コメントへの反映状況 

１．で記載した、フォローアップ結果及びロジックツリー・ロードマップに対する所見を将来構想

にどのように反映させたかを記載すること。 

② 現状の分析と取組への反映状況 

各将来構想に関係する「事業終了後までのアウトカム」、「中間的なアウトカム」指標の 2018 年

度実績を踏まえ、目標達成に向けた課題を整理し、それらを 2019 年度以降のアウトプット（取

組）にどのように反映させたか、「アウトプット（2018 年度）」に対する URA の活動実績を引用し

記載すること。 

 

３. 「ロジックツリー・ロードマップの利活用・横展開状況」欄には、ロジックツリー・ロードマップを各機関

の研究力強化にあたり（PDCA サイクルを回すにあたり）、どのように利活用・横展開を図っているの

かについて記載すること。 

 

４. 「【参考】論文の質に係る指標について」欄には、「国際共著論文率」「産学共著論文率」「Top10%論

文率」（5 カ年の平均値）について、機関で把握可能な場合のみ該当箇所に記載（小数点第二位四

捨五入）すること。なお、ドキュメントタイプは、下記のとおりとすること。 
 
    Scopus・・・Article、Conference Paper、Review 
    WoS・・・Article、Proceedings Paper、Review 

 本様式は、各機関が中間評価を踏まえ再構築した「研究力強化構想」（将来構想報告書）に基づく事業の進

捗状況を確認する目的で作成するものである。 

 今後は、毎年度実施するフォローアップを通じて、各機関による成果と課題の分析による見直し（限られた資

源を成果の高い取組に重点的に投入するなど）の取組状況の確認に、本様式を活用するものとする。 


